
一
頁

○
総
務
省
告
示
第
三
百
四
十
号

無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
第
四
十
九
条
の
十
四
第
一
号
ハ
た
だ
し
書
の

規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
二
年
郵
政
省
告
示
第
三
百
十
四
号
（
無
線
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
十
四
第
一
号
ハ
の
た
だ

し
書
の
規
定
に
よ
り
、
同
号
ハ
本
文
の
規
定
を
適
用
し
な
い
無
線
設
備
及
び
そ
の
送
信
空
中
線
の
技
術
的
条
件
を
定
め

る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

山
本

早
苗

第
一
項
第
一
号
中
「
（
電
波
を
利
用
し
て
遠
隔
地
点
に
お
け
る
装
置
の
機
能
を
始
動
、
変
更
又
は
終
止
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
信
号
の
伝
送
を
い
う
。
）
」
及
び
「
（
主
に
符
号
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
、
又
は
処
理
さ
れ
た
情
報
の

伝
送
交
換
を
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
（
視
覚
障
害
者
の
歩
行
を
援
助
す
る
た
め
の
情
報
を
、
音
声
に

よ
っ
て
伝
送
す
る
無
線
電
話
を
い
う
。)

」
を
削
る
。

第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

前
項
第
一
号
の
送
信
空
中
線
の
技
術
的
条
件
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

送
信
空
中
線
は
、
絶
対
利
得
二
・
一
四
デ
シ
ベ
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
等
価
等
方
輻
射
電
力
が
次
に
掲

げ
る
値
以
上
と
な
る
場
合
は
そ
の
超
え
た
分
を
送
信
空
中
線
の
利
得
で
減
ず
る
も
の
と
し
、
当
該
値
以
下
と
な
る
場

合
は
そ
の
低
下
分
を
送
信
空
中
線
の
利
得
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。



二
頁

１

四
〇
〇

帯
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

MHz

一
二
・
九
三
デ
シ
ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

２

四
〇
〇

帯
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
（
四
二
六
・
〇
二
五

以
上
四
二
六
・
一
三
七
五

以
下
の

MHz

MHz

MHz

周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）

二
・
九
三
デ
シ
ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

３

一
、
二
〇
〇

帯
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

MHz

一
三
・
九
デ
シ
ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

第
三
項
中
「
、
〇
・
〇
〇
一
ワ
ッ
ト
」
を
「
〇
・
〇
〇
一
ワ
ッ
ト
、
四
二
一
・
八
〇
九
三
七
五

以
上
四
二
一
・
九

MHz

〇
九
三
七
五

以
下
又
は
四
四
〇
・
二
五
九
三
七
五

以
上
四
四
〇
・
三
五
九
三
七
五

以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使

MHz

MHz

MHz

用
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
六
・
二
五

以
下
の
も
の
に
あ
っ
て
は
〇
・
一
ワ
ッ
ト
」
に
改
め
る
。

kHz

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
受
け
て
い
る
一
四
二
・
九
三

を
超
え
一
四
二
・
九
九

以
下
の
周
波
数
の
電
波
を

MHz

MHz

使
用
す
る
特
定
小
電
力
無
線
局
の
無
線
設
備
に
係
る
法
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
適
合

証
明
又
は
法
第
三
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
工
事
設
計
認
証
（
以
下
「
技
術
基
準
適
合
証
明
等
」
と
い

う
。
）
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
後
に
お
い
て
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。



三
頁

３

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
平
成
十
二
年
郵
政
省
告
示
第
三
百
十
四
号
の
規
定
に
適
合
す
る
一
四
二
・
九
三

を
MHz

超
え
一
四
二
・
九
九

以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
特
定
小
電
力
無
線
局
の
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
、
平
成

MHz

三
十
三
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
り
技
術
基
準
適
合
証
明
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
技
術
基
準
適
合
証
明
等
の

効
力
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。


